
昭和59年6月1日発行(第198号)

町の人口と世帯数

4 月3 0日現 在の 人口 前月対 比 4 月 中の人 口移動

男 5 , 1 7 8 人 2 0 人 出生 1 2 人

女 5, 6 3 0 人 2 1 人 死 亡 1 0 人
計 1 0 , 8 0 8 人 4 1 人 転 入 9 7 人

総 世帯数 2, 9 7 3 戸 2 5 戸 転 出 5 8 人

発行者　潤水町役場企画開発課　TEL⑧2111
印刷所　合資会社　橋本印刷　TEL㊥2020

B 良 G財団渦水海洋センター竣工記念笹川会長杯ミニバレーボール大会
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竣工式に300人が出席
B
&
G
財
団
潤
水
海
洋
セ
ン
タ

ー
の
竣
工
式
が
'

去
る
去
月
十
二

日
体
育
館
(

富
の
原
)

に
於
い
て

B
&
G
財
団
よ
り
中
北
専
務
理
事
へ

来
賓
に
熊
本
県
知
事
へ　
沢
田
へ　
浦

田
両
参
議
院
議
員
へ　
全
国
モ
ー
タ

ー
ボ
ー
ト
競
走
協
議
会
代
表
を
迎
え
︑

町
内
外
案
内
者
約
三
百
人
の
出
席

の
も
と
厳
粛
も
盛
大
の
う
ち
に
挙

行
さ
れ
ま
し
た
︒

申
し
込
ん
で
下
さ
い
︒

体
育
館　
　

8
­
C
O
︒
0
︒
O
L
O

有　
wrHCOO

プ
ー
ル　
　

有　
i
n
)
c
r
>
蝣
*
?
i
n

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
お
堆
話
は
'

次
の
職
員
が
担
当
し
ま
す
︒

◎
体
育
館
担
当
(

セ
ン
タ
ー
育
成
士
)

優
勝　

永
さ
ざ
ん
か

二
位　
富
の
原
北
区
ヤ
ン
グ
パ

ワ
ー

三
位　

永
小
薗
北

永
馬
場
下

み
ん
な
で
使
い
ま
し
ょ
う

B
&
G
財
団
潤
水
海
洋
セ
ン
タ

ー
は
'

町
内
外
へ　
団
体
へ　
個
人
を

問
わ
ず
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま

す
︒
御
希
望
の
方
は
'

ど
し
ど
し

町
教
育
委
員
会
と
B
&
G
財
団

潤
水
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
共
催
に
よ

り
へ　
去
る
五
月
二
十
日
へ　
B
&
G

体
育
館
で
も
会
長
杯
兼
婦
人
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
︒

こ
の
大
会
は
B
&
G
財
団
潤
水

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
体
育
館
及
び
プ

ー
ル
の
竣
工
を
記
念
し
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
︑
大
会
に
は
家
庭
婦

人
で
編
成
さ
れ
た
六
十
一
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
盛
会
に
行
な
わ
れ
ま

した︒成
績
は
次
の
と
お
り

o
B
ク
ラ
ス　
(

四
十
才
以
上
)

三二優
位位勝

南
住
吉
A

永
愛
好
会

永
出
分
B

富
の
原
西
区

o
A
ク
ラ
ス　
(

四
十
才
未
満
)

第
1
5
回
親
子
ソ
フ
ー
上
八
丁
ル
大
会
開
催

町
青
少
年
育
成
会
議
(

全
長
関

坂
逸
部
)

へ
町
教
育
委
員
会
共
催
で

毎
年
子
供
の
日
の
行
事
と
し
て
実

施
し
て
い
る
親
子
ソ
7
­
ボ
ー
ル

大
会
が
去
る
五
月
三
日
へ　
五
月
晴

れ
の
も
と
へ　
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ

潤
水
小
へ　
潤
水
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

二
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
︒

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
︒

優
勝　
桜
山
チ
ー
ム

二
位　
北
住
吾
・
飛
熊
チ
ー
ム

三
位　
村
吉
チ
ー
ム
へ　
富
の
原

北
・
富
の
原
東
チ
ー
ム

・
個
人
賞

・
最
優
秀
選
手
賞

池
内
大
介
(

桜
山
)

・
優
秀
投
手
賞

五
島
弘
二　
(

桜
山
)

・
殊
勲
賞

山
本
英
二
(

北
住
吉
・
飛
熊
)

・
敢
闘
賞

山
下
雄
二
(

北
住
吉
・
飛
熊
)

●

(3)第198号　　　　　　し　す　い　広　報　　　　昭和59年6月1日発行
MIIIIIIIIM川IIIIIIIIUIIIll川iimiimmiiiuiiiMiiii日　　　　　　　　　　　　　　　　　日EHH川=iitiiiniiiiiimiiiiiimiiiimiiiii=anmti川rMlmilNIIIMMMl川III=H]H川LFH日日imimmiuiiiimniilHtlllllllH日間]TJHminiH Miiimiiiiiiiiiiiiiiimiiiiiiiiiiii

あ
な
た
も
農
業
経
営
士
に

町
で
は
次
の
通
り
へ　
潤
水
町
農

業
経
営
士
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
︒

多
数
の
応
募
を
お
顔
い
し
ま
す
︒

潤
水
町
農
業
経
営
士
認
定
証
交

付
要
綱,蝣­;>;!旨'

第
l

集
︑
こ
の
要
綱
は
'

河
水
町

の
農
業
後
継
者
が
一
定
規
模
以
上

の
経
営
計
画
の
も
と
に
本
町
農
業

の
中
核
農
家
と
し
て
認
定
さ
れ
る

者
に
対
し
'

潤
水
町
農
業
経
営
士

の
称
号
を
贈
り
地
域
農
業
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
︒

(
農
業
経
営
士
認
定
基
準
)

第
二
条　

潜
水
町
農
業
経
営
士
の

認
定
基
準
と
し
て
は
'

次
の
各
号

に
該
当
す
る
者
か
ら
選
定
す
る
こ

と
と
す
る
︒

r
経
営
規
模
(

類
型
別
)

酪
農　

専
業
成
牛
四
十
頭
以
上

成
牛
へ　
育
成
へ　
三
十
頭
プ

ラ
ス　
(

八
十
a
)

以
上
︑

野
菜　
ス
イ
カ
へ　
メ
ロ
ン
へ
施
設

五
十
a
以
上
プ
ラ
ス
へ　
レ

タ
ス
等
︒

煙
草　
八
十
a
プ
ラ
ス
大
豆
等
︒

畜
産　

肥
育
牛
繁
殖
八
十
頭
以
上

養
豚
へ　
母
豚
三
十
頭
以
上

養
鶏
一
万
羽
以
上
︒

普
通
作　
複
合
へ
耕
作
面
積
へ　
二

上
・

ロ
論
文
(

潤
水
町
農
業
の
未
来

像
と
私
の
農
業
経
営
)

四
〇
〇
字
づ
め
原
稿
用
紙
︑

五
枚
程
度
に
ま
と
め
て
提
出

する︒

日
酒
水
町
農
業
経
営
士
の
認
定

を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
は

町
長
が
指
定
す
る
日
ま
で
に

認
定
申
請
書
を
提
出
す
る
も

の
と
す
る
︒

提
出
日
へ　
五
十
九
年
八
月
三

蝣

4

­

1

e

j

(
認
定
審
査
会
)

第
三
条　
認
定
審
査
会
の
委
員
は

次
の
各
号
の
中
か
ら
'

町
長
が
委

嘱
す
る
︒

r
農
業
改
良
普
及
所
職
員

口
農
協
及
び
役
場
担
当
職
員

T
n
J

専
売
公
社
職
員

(
認
定
証
の
交
付
)

第
四
集　

町
長
は
毎
年
十
人
以
内

に
認
定
証
を
交
付
し
'

副
賞
を
贈

る
こ
と
が
出
来
る
︒

(雑則)

第
五
条　

こ
の
要
綱
に
定
め
の
な

い
事
項
に
つ
い
て
は
へ　
町
長
が
別

に
定
め
る
︒

附
則
へ　
こ
の
要
綱
は
公
布
の
日

か
ら
施
行
L
へ
昭
和
五
十
九
年
四

月
一
日
か
ら
適
用
す
る
︒

6
月
日
曜
当
番
医

6
月
3
日　

松
浦
医
院　

全
科

七城町　
⑥­­=*・t­Ĉ
JC­

6
月
1 

0
日　

上
村
医
院　

内
科

潤
水
町　
⑧
­
N
O
O
N

6
月
1 
7
日　
津
留
医
院　
小
科

西合志町㊥　
Oo︒oIN]LO

6
月
2
4
日　

古
賀
医
院　

内
科

潤水町　
⑧­<N!(Nl<NIC¥l

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

吉
安
さ
ん
に
全
国
表
彰

多
年
に
わ
た
る
民
生
委
員
へ　
児

童
委
員
と
し
て
の
職
務
遂
行
に
当

ら
れ
'

社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
に
表
彰
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
︒
長
い
間
へ　
大
変
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
︒
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
︒

▼
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
長
表
彰　

吉
安
津
富

▼
熊
本
県
知
事
表
彰

(
在
職
1
5
年
)

吉
安　

津
富

(
在
職
9
年
)

園
田　

年
枝

古
田　

信
子

人
気
最
高

養
生
園
祭
に
­
万
人

公
立
菊
池
養
生
園
で
は
地
域
医

療
普
及
の
た
め
毎
年
祭
が
催
さ
れ

て
い
る
が
'

こ
と
し
も
四
月
二
十

二
日
(

日
曜
日
)

午
前
九
時
か
ら

「
い
の
ち
と
食
物
」
を
テ
ー
マ
に

開
か
れ
'

各
種
の
行
事
が
あ
っ
た
︒

午
前
十
時
よ
り
開
会
式
へ　
ひ
き

つ
づ
き
十
時
半
か
ら
'

佐
賀
県
唐

津
市
在
住
の
農
民
作
家
へ
山
下
惣

一
氏
の　
「
村
は
大
ゆ
れ
」
と
題
し

て
講
演
が
あ
り
へ
五
千
名
余
の
聴

集
に
大
き
な
感
銘
を
あ
た
え
た
︒

ま
た
建
物
内
で
は
パ
ネ
ル
・
グ

ラ
フ
・
写
真
な
ど
に
よ
る
健
康
展
へ

血
圧
測
定
や
操
体
法
の
実
演
が
あ

った︒屋
外
で
は
組
合
内
各
市
町
村
の

婦
人
会
へ
農
協
婦
人
部
へ
老
人
会

な
ど
の
出
品
で
養
生
市
が
開
か
れ

た
︒
い
ず
れ
も
取
り
た
て
の
野
菜

や
鶏
卵
へ
手
づ
­
り
の
郷
土
料
理

で
あ
り
︑
酪
農
家
に
よ
る
搾
乳
実

演
即
売
を
ど
も
あ
り
へ　
各
コ
­
ナ

と
も
午
後
一
時
す
ぎ
に
は
売
り
切

れ
と
な
っ
た
︒

な
お
へ
特
設
の
ス
テ
ー
ジ
で
は

菊
池
市
民
吹
奏
団
の
演
奏
へ
「
養
生

神
社
」
と
題
し
た
名
士
劇
が
参
会

者
の
喝
采
を
は
く
し
た
︒

ほ
か
に
︑
近
郊
作
家
の
絵
画
展
へ

陶
芸
展
へ
郵
便
局
の
記
念
切
手
の

即
売
へ
菊
池
電
報
電
話
局
の　
「
ふ

る
さ
と
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
」
サ
ー
ビ

ス
な
ど
あ
っ
た
︒

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
へ　
詞
内

は
人
が
あ
ふ
れ
参
会
者
は
一
万
人

に
達
し
へ　
非
常
な
盛
会
で
あ
っ
た
︒
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国民健康保険特別会計
歳　　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位千円)

区 分

款 別

予 算 額
収 入 済 額 収 入

割 合当 初 9 月迄の補正 10月以 降の補正 最 終

1 国 民 健 康 保 険 税 2 2 3 , 37 0

14 4

3 60

△ 1 7 , 2 82

2 23 , 7 30 2 25 , 0 6 6 1 00 . 6
2 使 用 料 及 手 数 料 1 1 o o 2 20 0 . 0
3 国 庫 支 出 金 3 3 8 , 65 6 3 21 , 518 2 83 , 2 5 6 5. 1

1 00 . 0

4 財 産 収 入 3 , 00 0 1 , 9 74 4 , 974 0
5 繰 入 金 1 0 , 00 1 △ 1 0 , 0 00 1 0
6 繰 越 金 5 , 00 0 2 6 , 9 29 31 , 929 31 , 9 30
7 諸 収 入 2 , 50 5 59 2 , 564 1 , 9 7 8 77 . 1

歳 入 合 計 5 8 2 , 53 3 ・14 2 , 0 40 58 4 , 7 17 54 2 , 2 5 2 92 . 辛

歳　　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位千円)
区 分

款 別

予 算 額
支 出 済 額 支 串

割 合当 初 9月迄の補正 10月以 降の補 正 最 終

1 総 務 費 17 , 837 256

△ 112

­A 2bb 17 , 827 16 , 560 92 . 9
2 保 険 給 付 費 345 , 854 △ 21 , 380 324 , 474 262 , 904 81 . 0
3 老 人 保 健 拠 支 出 金 204 , 936 △ 1 , 283 203 , 653 186 , 661 9i . ;
4 保 健 施 設 費 705 △ 150 555 312 56 . 負
5 基 金 積 立 金 3 , 000 1 , 975

3 , 887

4 , 975 0 ­
6 公 債 費 1 1 0 ­
7 諸 支 出 金 o 3 , * 3 , * 100 . 0
8 予 備 費 10 , 198 19 , 257 29 , 343

歳 出 合 計 582 , 533 144 2 , 040 584 , 717 470 , 325 80 . 4

水道事業特別会計
収　益　　歳　　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位千円)

区 分
款 別

予 算 額
収 入 済額 収 入

割 合当 初 9 月迄の補正 1朝 n n ^ 最 終
1 水 道 事 業 収 益 87 , 046 4 , 296 91 , 342 90 , 312 5. 9

歳 入 合 計 87 , 046 0 , 296 91 , 342 90 , 312 9S 9

歳　　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位千円)
区 分

款 別
予 算 額

支 出 済額 支 出
割 合当 初 9 月迄の補正 10月以降の補正 最 終

1 水 道 事 業 費 95 , 258 4 , 369 99 , 627 94 , 967 95 . 3
歳 出 合 計 95 , 258 0 4 , 369 99 , 627 94 , 967 95 . 3

資　本　　歳　　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位千円)
区 分

款 別
収 入 済 額 収 入

割 合当 初 9 月迄の補正 10月以降の補正 最 終
1 資 本 的 収 入 68 , 600 13 ,400 1 , 000 83 , 000 82 , 555 99 . 5

歳 入 合 計 68 , 600 13 , 400 1 , 000 83 , 000 82 , 555 99 . 5

歳　　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位千円)
区 分

款 別
予 算 別

支 出済 額 支 出
割 合当 初 9 月迄の補正 10月以降の補正 最 終

1 資 本 的 支 出 67 , 253 13 , 620 △ 181 ) , 692 ) , 448 99 . 7
歳 出 合 計 67 , 253 13 , 620 △ 181 ) , 692 ) , 448 ) . 7
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洞水町財政事情の公表に関する条例(昭和52
年12月21日条例第18号)の規定に基づき、昭和
58年度下半期(昭和58年10月～59年3月)の財
政事情を公表します。

予算総額は、別表のとおり37億円をこえまし
た。執行状況は3月末日現在で、予算に対する
収入済車92.0%、支出済額87.9%で、順調に経

昭和59年5月1日
潤水町長有田義行

過しております。
税負担の状況は、 1埋帯当り40千円に達しま

した。
この状況をふまえ、全力を傾注して町勢発展

のため努力いたす所存でございますので、町民
各位の尚一層のご理解とご協力をお願いいたし
ます。

昭和58年度下半期の推移並びに予算執行状況
一　般　会　計
歳　　入 (単位千円)

区 分

款 別

予 算 額
収 入 済 額 収 入

割 合当 初 9 月迄 の補正 10月以降の補正 最 終

1 町 税 4 1 4 , 0 89 7 , 0 00

3 2 , 0 00

8 4 , 0 7 1

1 , 9 18

92 , 9 3 2

4 23 , 0 07 4 27 , 65 5 10 1 . 1
2 地 方 譲 与 税 3 6 , 0 00 36 , 0 00 42 , 40 0 117 . 8
3 娯 楽 施 設 利 用 税 交 付 金 9 , 0 00 9 , 0 00 7 , 09 3 78 . 8
4 自 動 車 取 得 税 交 付 金 2 1 , 0 00 21 , 0 00 23 , 20 5 1 10 . 5
5 地 方 交 付 税 68 5 , 0 00 8 09 , 93 2 8 09 , 93 2 1 00 . 0
6 交通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 7 00 ^28 67 2 63 8 94 . 9
7 分 担 金 及 負 担 金 4 2 , 2 01 △ 5 , 0 9 3 37 , 108 37 , 10 9 1 00 . 0
8 使 用 料 及 手 数 料 2 1 , 1 6 1 4 20 2 1 , 58 1 23 , 00 7 1 0 6 . 6
9 国 庫 支 出 金 3 98 , 2 93 △ 12 , 3 63 4 70 , 00 1 3 8 1 , 79 5 8 1 . 2

10 県 支 出 金 19 7 , 7 23 3 7 , 6 34

62

1 , 5 70 2 36 , 92 7 2 02 , 99 3 8 5 . 7
11 財 産 収 入 2 4 , 7 87 3 , 3 7 5

△ 30 , 240

­M 5

28 , 16 2 v i Q」QZ l , ODO 7 7 . 7
12 寄 附 金 1 , 7 63 1 , 82 5 1 , 83 4 100 . 5
13 繰 入 金 3 0 , 2 40 4 , 1 2 1 4 , 12 1 4 , 09 7 9 9 . 4
14 繰 越 金 15 , 0 00 10 , 0 00

50 , 0 00

2 5 , 00 0 0 ­
1 5諸 収 入 ; , 6 43 ! , 62 8 30 , 16 6 34 9 . 6
16 町 債

( 一 時 借 入 金 )
( 運 用 金 )

2 14 , 3 00 91 , 4 00 3 5 5 , 70 0 130 , 89 6
156 , 64 3

2 2 , 64 3

3 6 . 8

歳 入 合 計 2 , 1 19 , 9 00 9 9/1 QQQZZ 4: , OOO 14 3 , 8 7 6 2 , 4 88 , 66 4 2 , 2 78 , 68 8 9 1 . 6

歳　　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位千円)
区 分

款 別

予 算 額
支 出 済 額 支 出

割 合当 初 9 月迄の補正 10月以降 の補正 ft

1 議 会 費 52 , 4 58 8 4 5 △ 2 , 10 5 5 1 , 19 8 4 9 , 64 7 9 7 . 0
2 総 務 費 2 38 , 3 1 2 25 , 9 2 6 1 17 , 70 1 3 8 1 , 93 9 28 2 , 94 1 7 4 . 1
3 民 生 費 3 20 , 0 9 5 1 , 7 6 5 △ 2 , 13 7 3 1 9 , 72 3 31 0 , 14 8 9 7 . 0
4 衛 生 費 1 30 , 6 14 2 , 0 7 6 △ 6 , 74 9 12 5 , 94 1 11 9 , 44 2 9 4 . 8
5 農 林 水 産 業 費 3 69 , 4 24 99 , 5 6 8

14 , 0 7 6

△ 68 8 4 68 , 30 4 39 6 , 73 5 8 4 . 7
6 商 工 費 ! , 2 7 1 35 0 8 , 62 1 7 , 5 51 8 7 . 6
7 土 木 費 2 67 , 2 7 5 △ 9 , 04 9 2 7 2 , 30 2 254 , 5 74 9 3 . 5
8 消 防 費 8 4 , 0 9 6 8 , 7 7 9 △ 83 6 9 2 , 03 9 8 9 , 9 23 9 7 . 7
9 教 育 費 3 68 , 3 68 3 8 , 9 3 7 51 , 22 6 4 5 8 , 53 1 39 0 , 6 23 8 5 . 2

1 0 災 害 復 旧 費 1 80 32 , 11 3

8 0 3

△ 16 , 66 5 1 5 , 62 8 l l , 4 27 7 3 . 1
1 1 公 債 費 2 77 , 3 7 5 10 , 33 3 28 7 , 70 8 28 5 , 0 12 9 9 . 1
1 2 予 備 費 3 , 4 3 2 2 , 4 9 5 6 , 73 0

歳 出 合 計 2 , 1 19 , 9 0 0 2 24 , 8 8 8 1 43 , 87 6 2 , 4 8 8 , 66 4 2 , 19 8 , 0 23 i . 3,
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昭和58年度町民負担の状況

一般会計2,488,664千円中、町税の占める割合
は、 17.0%になります。 59年3月未現在の収入状
灘ま前表のとおり、調定額433,598千円に対し、

町税負担の状況

98.6%が収入済みであります。
町民負担の状況は、下表のとおりで町税合計に

対し、 1人当り40千円、 1世帯当り147千円です。

区 分 町 民 税 固 定 資 産 税 軽 自 動 車 税 そ の 他 合 計

調 定 額 千 円 千 円 千 円 千 円 千18 9 , 9 1 3 1 74 , 31 6 9 , 4 18 59 , 9 51 4 33 , 59 8

1 僅 帯 当 り負 担 額 円
6 4 , 4 2 1

円
5 9 , 13 0

円
3 , 1 95

円
2 0 , 3 36 14 7 , 0 8 2

1 人 当 り負 担 額 円 円 .. 円1 7 , 6 38 16 , 1 90 87 5 5 , 5 68 4 0 , 2 7 1

昭和59年3月31日現在　2,948世帯10,767人

財産、積立金、町債の状況
1)町有財産の状況

ィ.土地、建物(単位　Df)
種　　別　　　　土　地　　　建　物

本　庁　舎　　　　8,969　　3,138
学　　校　　　　79,255
公営住宅　　　　29 ,882
そ　の他　　　　64,407

山　　　林　　3,313,845
そ　の　他　　　15,056

合　計　　　3,511,414

ロ.事　柄(単位　台)
車　　%.¥　　　　　　数

乗　用　車　　　　1
ラ　イトバン　　　　　3
ダ　　ン　　プ　　　　1

軽四輪貨物　　　1
消防積載車　　　13

ハ.社債、出資金、出えん金
1.電信、電話公社債

16,201

7,247

7,462

55

34,103

355千円
2.熊本県信用保証協会出えん金1,200千円
3.潤水町開発公社出資金　　　　500千円

4.熊本県畜産物価々格安定基金協会出資金
120千円

5.熊本県畜産開発公社出資金　　310千円
6.熊本県農業信用基金協会出資金810千円
7.旭志村森林組合出資金　　　　　50千円
8.熊本県農地管理公社出えん金　202千円
9.菊池森林組合出資金　　　　　280千円

10.熊本県中小企業振興公社出資金　50千円

2)積立金の状況(単位　千円)
区　V 'サ昌!蝣蝣†　一!'k"・・:.そ　　　　pi

一般会計　171,755　41,387　4,529　217,671
国保会計　97,024　　　　　　　　97,024
合　計　268,779　41,387　4,529　314,695

3)町債の現況
町　債　の　現　在　高

一　般　会　計
住宅新築等会計
水　道　会　計

町債の1人当り負担額
町債の1位帯当り負担額

2,781 ,584千円
2,267,763千円

18,600千円
495,221千円

258 ,343円
943,549円

r
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住宅新築資金等特別会計
歳　　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位千円)

区 分
款 別

予 算 額
収 入 済 額 収 入

割 合当 初 9 月迄の補正 10月以降の補正 最 終

1 国 庫 支 出 金 0 0
231 100 . 02 繰 入 金 231 231

3 繰 越 金 1 1 246 24600. 0
4 諸 収 入 2 , 297 2 , 297 2 , 072 90 . 2

歳 入 合 計 2 , 529 0 0 2 , 529 2 , 549 100 . 8

歳　　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位千円)
K サ

款 別
予 算 額

支 出 済 額 支 出
割 合当 初 9 月迄の補正 10月以降の補正 最 終

1 総 務 費 60 60 38

2 , 411

63 . 3

97 . 7
2 事 業 費 0 0
3 公 債 費 2 , 469 2 , 469

歳 出 合 計 2 , 529 0 0 2 , 529 2 , 449 96 . 8

老人保健特別会計
歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位千円)

区 分

款 別
収 入 済 額 収 入

割 合当 初 9 月迄の補正 10月以降の補正 最 終

1 支 払 基 金 交 付 金 413 , 475

△ 340

△ 36 , 570 376 , 905 331 , 599 5. 0
2 国 庫 支 出 金 117 , 835 △ 10 , 449 107 , 386 103 , 497 96 . 4
3 県 支 出 金 29 , 460 △ 2 , 613 26 , 847 25 , 868 96 . 4
4 繰 入 金 29 , 451 △ 3 , 060

795

26 , 051 26 , 051 100 . 0
5 繰 越 金 1 5 , 585 5 , 586 5 , 587 100 . 0
6 諸 収 入 8 803 811 101 . 0

歳 入 合 計 590 , 230 5 , 245 △ 51 , 897 543 , 578 493 , 413 90 . 8

歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位千円)
区 分

款 別

予 算 額
支出済額 支 出

割 合当 初 9月迄の補正 10月以降の補正 最 終

1 医 療 諸 費 590, 226
5, 245

△51,897 538, 329 485, 032 90. 1
2 諸 支 出 金 4 5, 249 5, 246 99. 9

歳 出 合 計 590, 230 5, 245 51, 897 543, 578 490, 278 90. 2

昭和58年度町税収入状況調　　　　(単位千円)
区 分

税 目 予 算 額 調 定 額
収 入 済 額 対 予 算

割 合
対 調 定
割 合9 月 末現 在 本 期 分 計

町 民 税 184 , 014 189 , 913 91 , 161 90 , 709 181, 870 98 . 8 95 . 8
固 定 資 産 税 172 , 640 174 , 316 123 , 894 52 , 534 176 , 428 102 . 2 101. 2
軽 自 動 車 税 9 , 401 9 , 418 9 , 218 188 9 , 406 100 . 1 99 . 9
煙 草 消 費 税 29 , 610 29 , 871 15 , 223 14 , 648 29 , 871 100 . 9 100 . 0
電 気 税 27 , 150 29 , 888 13 , 878 16 , 010

174 , 089

9O QQQCSV. OOO 110 . 1 100 . 0
特 別 土地 保 有 税 192 192 192 192 100 . 0 100 . 0

小 計 423 , 007 433 , 598 253 , 566 427 , 655 101 . 1 98 . 6
国 民 健 康 嘩 険 税 223 , 270 229 , 031 109 , 212 115 , 360 224 , 572 100 . 6 98 . 1

合 計 646 , 277 662 , 629 362 , 778 289 , 449 652 , 227 100 . 9 98 . 4

※昭和59年3月31日現在
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部
落
紹
介
シ
リ
ー
ズ

直
面
〓
区
「

提
供
者　
区
長　
谷
川
央
一

当
時
の
部
落
の
実
状
は
ひ
ど
い

も
の
で
し
た
︒
道
路
は
'

火
山
灰

土
の
道
で
'

雨
︑
霜
ど
け
'

雪
の

日
は
泥
沼
と
化
し
'

通
学
す
る
子

供
は
泥
ま
み
れ
に
な
り
'

自
転
車

等
は
乗
れ
る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
︒
行
政
は
'

私
達
を
忘

れ
そ
の
責
任
や
役
割
を
何
ひ
と
つ

果
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
︒
居
住

地
と
し
て
の
条
件
は
何
も
整
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
︒
以
前
は
'

永

区
と
行
政
区
を
と
も
に
し
て
い
ま

し
た
が
'

私
達
は
「
要
求
の
な
い

と
こ
ろ
に
行
政
な
し
」　
の
よ
う
に

永
南
区
と
し
て
の
自
主
・
自
立
性

に
欠
け
て
い
た
こ
と
に
目
覚
ま
し

た
︒
そ
し
て
へ　
昭
和
四
十
六
年
九

月
に
分
区
す
る
こ
と
に
ふ
み
き
り

町
事
業
と
同
和
事
業
の
二
本
立
て

で
環
境
整
備
に
力
を
注
い
で
い
­

こ
と
に
し
ま
し
た
︒
し
か
し
'

私

達
の
要
求
も
思
い
通
り
に
は
い
き

ま
せ
ん
︒
町
の
姿
勢
の
い
か
ん
に

よ
っ
て
事
業
の
進
展
が
あ
り
ま
す
︒

県
行
政
に
対
す
る
要
求
交
渉
も
町

行
政
と
一
体
と
な
っ
て
行
な
い
ま

し
た
︒
そ
の
結
果
へ
道
路
は
四
十

六
年
に
四
百
メ
ー
ト
ル
へ　
そ
し
て

四
十
七
・
四
十
八
年
・
四
十
九
年

で
永
・
日
向
線
が
よ
う
や
く
完
通

し
ま
し
た
︒
私
達
の
要
求
は
永
南

区
だ
け
の
利
益
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

こ
の
道
路
に
し
ま
し
て
も
大
津
方

面
の
主
な
通
学
路
と
な
り
へ　
本
田

技
研
の
通
勤
路
へ
農
業
の
産
業
道

路
へ　
ゴ
ル
フ
場
へ
永
観
光
栗
園
道

路
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
私
達
の
要

求
が
こ
ん
な
に
地
域
に
役
立
っ
て

い
る
か
と
思
う
時
へ　
私
達
は
E
B
結

の
輪
を
な
お
一
層
大
き
­
広
げ
運

動
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
︒

私
達
の
運
動
の
前
進
は
部
落
の

社
会
的
存
在
意
義
で
も
わ
か
る
よ

う
に
み
ん
な
の
幸
せ
を
つ
く
り
出

し
て
い
き
ま
す
︒
全
国
的
に
は
'

高
知
県
の
教
科
書
無
償
の
運
動
の

よ
う
に
全
国
民
に
お
よ
ぼ
し
て
い

き
ま
す
︒
町
に
お
い
て
も
学
校
で

の
同
和
教
育
へ　
社
会
教
育
な
ど
で

潤
水
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
が

中
心
と
な
っ
て
'

部
落
差
別
の
解

消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
が
︑
同
時
に
潤
水
町
町
民
の
全

て
の
人
々
の
人
権
を
尊
重
し
'

一

人
ひ
と
り
を
大
切
に
L
へ　
ま
た
不

合
理
や
予
断
を
見
抜
き
差
別
の
な

い
明
る
い
町
づ
く
り
に
努
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
︒
し
か
し
'

今

後
の
課
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
︒

そ
の
中
の
一
つ
は
'

部
落
白
書
へ

実
態
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た

よ
う
に
半
数
以
上
が
何
ら
保
障
も

な
い
職
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と

で
す
︒
公
務
員
や
労
働
基
準
法
等

に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
企
業

に
従
事
し
て
い
な
い
こ
と
で
す
︒

生
活
と
子
供
の
教
育
の
不
十
分
さ

が
重
な
り
︑
悪
循
環
の
­
り
返
し

が
差
別
を
再
生
産
し
て
い
き
ま
す
︒

私
達
は
こ
の
様
を
足
も
と
の
差
別

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
⑲

匪
同
和
問
題
の
基
本
認
識

同
和
問
題
は
学
習
す
れ
ば
す
る

程
へ
幅
広
­
'

そ
し
て
奥
深
­
'

人
間
性
の
生
き
方
へ　
在
り
方
を
追

求
し
て
'

人
間
い
か
に
生
­
べ
き

か
5　
人
間
い
か
に
し
て
幸
福
に
な

る
べ
き
か
の
哲
学
に
た
ど
り
つ
く

で
し
ょ
う
︒
し
か
し
へ　
そ
の
入
門

と
し
て
絶
対
必
要
な
学
習
が
基
本

認
識
と
い
わ
れ
る
も
の
で
A
と
B

の
二
本
柱
が
あ
り
ま
す
︒
A
は
人

間
に
与
え
ら
れ
た
自
由
と
平
等
の

基
本
的
権
利
に
つ
い
て
認
識
す
る

こ
と
︒
B
は
へ　
そ
の
自
由
と
平
等

の
基
本
的
権
利
を
侵
さ
れ
て
い
る

部
落
問
題
と
は
ど
ん
な
事
象
な
の

か
を
認
識
し
'

そ
れ
を
自
分
な
り

に
正
し
く
が
っ
ち
り
と
受
け
と
め

た
時
へ
基
本
認
識
が
出
来
た
と
い

い
ま
す
︒

麗
同
和
問
題
の
国
民
的
課
題

同
和
問
題
の
審
議
会
の
答
申
書

や
同
対
法
第
二
条
に
う
た
わ
れ
て

い
る
用
語
で
す
が
へ　
こ
の
こ
と
ば

が
も
て
は
や
さ
れ
'

死
ん
で
い
る

と
い
わ
れ
ま
す
︒
国
民
的
課
題
と

は
日
本
国
民
全
体
の
問
題
責
任
と

い
う
こ
と
と
'

あ
な
た
自
身
へ　
国

民
の
一
人
と
し
て
の
責
任
と
自
覚

の
も
と
に
'

同
和
問
題
と
取
り
組

み
を
さ
い
と
い
う
意
味
で
す
︒

よ
­
う　
わ
た
し
た
ち
人
間
の
責
任

を
の
が
れ
て
'

世
の
中
が
悪
い
か

ら
へ　
社
会
が
こ
う
だ
か
ら
へ　
と
い

っ
て
'

他
の
人
に
責
任
を
転
稼
し

て
逃
げ
ま
す
︒
と
こ
ろ
が
へ　
そ
の

社
会
を
形
成
し
て
い
る
の
は
う　
わ

た
し
た
ち
自
身
な
の
で
す
︒
で
す

か
ら
国
民
の
l

人
と
し
て
自
分
の

生
活
へ
家
庭
へ　
仕
事
を
通
し
て
同

和
問
題
を
具
体
化
し
て
取
り
組
む

と
き
'

本
当
の
国
民
的
課
題
と
な

り
得
た
と
い
え
ま
す
︒

­
町
同
推
協
「
殉
義
の
星
よ
り
」
=

を
見
抜
い
て
'

そ
れ
を
具
体
的
に

解
決
す
る
運
動
を
更
に
盛
り
あ
げ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
︒
狭
い
耕
作
地
で
の
高
度
利
用

経
営
'

雇
用
促
進
と
現
代
の
企
業

に
対
応
で
き
る
技
術
取
得
等
'

二

十
一
世
紀
に
向
け
て
の
部
落
解
放

は
国
民
の
権
利
と
し
て
最
も
重
視

し
て
い
る
の
は
'

き
ち
ん
と
し
た

教
育
を
受
け
る
事
で
す
︒
教
育
の

条
件
整
備
を
進
め
る
中
で
ど
の
子

供
も
社
会
に
明
る
い
希
望
を
持
っ

て
巣
立
っ
て
い
け
る
よ
う
に
進
路

を
保
障
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
︒
私
達
の
取
り
組
ん
で
い

る
同
和
教
育
は
社
会
の
底
辺
に
生

き
る
農
民
や
労
働
者
の
生
活
要
求

と
か
か
わ
っ
て
み
ん
な
の
幸
せ
を

築
­
も
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
︒

以
上
︑
大
変
長
­
な
り
ま
し
た

が
私
の
部
落
の
紹
介
は
'

今
な
お

現
存
す
る
部
落
差
別
の
問
題
を
抜

き
に
は
語
れ
ま
せ
ん
の
で
'

部
落

問
題
を
中
心
に
す
え
て
御
紹
介
い

た
し
ま
し
た
︒

●
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未
来
に
生
き
る
「
し
す
い
子
」
を

育
て
る
た
め
に

麗
テ
レ
ビ
っ
子
へ　

大
人
っ
子
︑
疲

れ
た
子

Y
市
で
の
お
母
さ
ん
と
の
話
し

合
い
の
中
に　

「
う
ち
の
子
は
'

お

じ
い
ち
ゃ
ん
と
一
緒
の
こ
と
が
多

い
せ
い
か
︑
遅
­
ま
で
テ
レ
ビ
を

見
て
い
て
︑
な
か
な
か
寝
よ
う
と

し
ま
せ
ん
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま

した︒ほ
か
の
お
母
さ
ん
た
ち
も
口
を

そ
ろ
え
て　

「
昼
間
元
気
に
外
で
遊

ん
だ
時
は
よ
く
眠
り
ま
す
︒
と
こ

ろ
が
へ　

ボ
ン
ヤ
リ
と
テ
レ
ビ
を
見

て
過
ご
し
た
時
は
寝
つ
き
が
悪
い

L
へ　
遅
­
ま
で
起
き
て
い
る
の
で

翌
朝
の
目
覚
め
も
遅
­
'

寝
起
き

も
よ
­
あ
り
ま
せ
ん
︒
一
日
中
疲

れ
て
い
る
よ
う
で
元
気
が
あ
り
ま

せ
ん
止

圃
早
寝
︑
早
起
き
︑
リ
ズ
ム
あ
る

生
活

テ
レ
ビ
を
見
る
の
が
悪
い
と
い

う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
'

元
来
へ

子
ど
も
が
じ
っ
と
コ
タ
ツ
で
テ
レ

ビ
を
見
て
い
る
図
は
'

い
た
だ
け

ま
せ
ん
︒
新
鮮
な
空
気
の
中
で
'

元
気
に
走
り
回
っ
て
遊
ぶ
の
が
好

き
な
は
ず
で
す
︒
け
れ
ど
も
外
に

は
自
動
車
が
走
り
回
り
へ　
危
険
が

い
っ
ぱ
い
︒
そ
れ
に
テ
レ
ビ
に
は

面
白
い
番
組
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
︒
言
葉
の
意
味
は
わ
か
ら
な
く

て
も
て　
画
面
の
楽
し
い
音
や
動
き

が
興
味
を
ひ
き
ま
す
︒
身
体
は
疲

れ
な
い
の
で
眠
た
­
な
ら
な
い
L
へ

遅
­
ま
で
起
き
て
い
る
の
で
'

寝

不
足
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
︒
朝

が
遅
­
て
幼
稚
園
で
も
ボ
ン
ヤ
リ
︒

神
経
だ
け
が
疲
れ
て
い
る
か
っ
こ

う
で
す
︒
つ
き
あ
い
酒
で
夜
更
か

し
L
へ　
二
日
酔
い
と
運
動
不
足
で

さ
え
な
い
頭
を
か
か
え
て
仕
事
に

で
か
け
る
お
父
さ
ん
み
た
い
で
す
︒

生
活
の
リ
ズ
ム
は
親
子
の
共
同
作

業
︒
や
っ
ぱ
り
親
の
手
本
が
大
切

です︒=
肥
後
っ
子
の
し
つ
け
よ
り
=

井　

手　

里　

妻

沼
水
町
大
字
亀
尾

三
六
〇
三
­
I

職　
業

看
護
学
生

好
き
を
花
は

か
す
み
草

趣
味
・
特
技

音
楽
鑑
賞
︑
卓
球

理
想
の
男
性
はス

ポ
ー
ツ
マ
ン
で

頼
れ
る
人

日
常
心
が
け
て
い
る
こ
と

素
直
な
心

r 

P
t

'

ノ

.

­

分

ヽ

.

・.'・N­­'左*;:i;­v

‖

'

*

*

〟
梅
雨
時
の
交
通
安
全

〃

ジ
メ
ジ
メ
し
た
う
っ
と
お
し
い

季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
︒
車
を
運

転
す
る
人
も
'

歩
行
者
も
見
通
し

が
悪
く
'

ス
リ
ッ
プ
等
も
し
や
す

­
を
り
'

ま
た
崖
­
ず
れ
や
道
路

の
損
壊
な
ど
交
通
事
故
の
危
険
が

多
く
な
り
ま
す
O

梅
雨
時
の
車
の
運
転
は
車
間
距

離
を
保
っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
︒

特
に
次
の
点
に
御
注
意
下
さ
い
︒

○
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

・
レ
イ
ン
コ
ー
ト
等
は
明
る
い

目
立
つ
色
合
を
選
び
ま
し
ょ

う
︒
前
が
見
え
に
く
く
を
る

よ
う
な
傘
の
さ
し
か
た
は
や

め
ま
し
ょ
う
0

・
雨
の
日
は
路
面
が
滑
る
た
め

車
の
停
止
距
離
が
長
く
な
り
へ

ま
た
歩
行
者
も
転
び
や
す
­

な
り
危
険
で
す
︒

・
横
断
歩
道
等
を
渡
る
と
き
は

左
右
を
よ
­
見
て
安
全
を
確

め
て
下
さ
い
︒

○
自
転
車
利
用
の
皆
さ
ん
へ

・
傘
さ
し
運
転
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
︒
前
が
見
え
な
い
ば

か
り
で
を
­
︑
歩
行
者
や
ド

ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
も
大
変

危
険
で
す
︒

視
界
の
広
い
ヘ　
音
が
よ
く

聞
こ
え
る
レ
イ
ン
コ
ー
ト
等

で
安
全
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
︒

○
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

・
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
目
に
'

車

間
距
離
は
十
分
に
︒

路
面
が
す
べ
り
や
す
く
を

り
追
突
事
故
を
起
こ
し
や
す

い
の
で
'

普
通
の
日
の
五
十

パ
ー
セ
ン
ト
位
延
ば
し
た
安

全
な
車
間
距
離
を
保
っ
て
走

り
ま
し
ょ
・
フ
︒

・
無
理
な
追
越
し
や
'

ス
ピ
ー

ド
の
出
し
す
ぎ
は
危
険
で
す
︒

急
ブ
レ
ー
キ
は
か
え
っ
て
停

止
距
離
が
長
く
な
り
ま
す
︒

雨
の
日
は
特
に
安
全
な
速
度

で
走
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ

う
︒
(

交
通
安
全
対
策
室
)
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調
理
師
試
験
の
ご
案
内

今
年
も
次
の
と
お
り
調
整
師
試

験
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
御
希
望
の

方
は
提
出
期
限
ま
で
お
­
れ
を
い

よ
う
御
準
備
­
だ
さ
い
︒

○
試
験
期
日　

8
月
3
日

○
願
書
受
付　

6
月
6
日
か
ら
6

月
1
3
日
ま
で

○
願
書
提
出
先
は
菊
池
保
健
所

○
受
験
資
格　

2
年
以
上
施
設
に

て
実
務
経
験
を
有
す
る
者

○
試
験
科
目　

①
衛
生
法
規
②
公

衆
衛
生
学
③
栄
養
学
④
食
品
学

⑤
食
品
衛
生
学
⑥
調
理
理
論

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
菊
池
保

健
所
又
は
役
場
住
民
福
祉
課
衛
生

係
に
お
た
ず
ね
願
い
ま
す
︒

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
も

毒
物
及
び
劇
物
取
り
扱
者
試
験

が
本
年
も
次
の
通
り
実
施
さ
れ
ま

蝣
ao

試
験
期
日　

8
月
8
日

○
願
書
受
付　

6
月
1 

1
日
か
ら
6

月
2
1
日
ま
で

○
願
書
提
出
先
は
菊
池
保
健
所

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
菊
池
保

健
所
又
は
役
場
住
民
福
祉
課
に
お

た
ず
ね
願
い
ま
す
︒

環
境
週
間
の
実
施
に
つ
い
て

性
界
環
境
デ
ー
で
あ
る
6
月
5

日
を
初
日
と
し
て
6
月
日
日
ま
で

環
境
週
間
と
定
め
ら
れ
'

環
境
問

題
の
重
要
性
を
認
識
す
る
た
め
県

で
は
諸
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
︒

最
近
は
産
業
公
害
へ　
畜
産
公
害

等
諸
々
の
問
題
が
山
積
L
へ　
都
市

や
地
方
に
か
,

わ
ら
ず
あ
ら
ゆ
る

公
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
住

民
の
皆
さ
ん
も
充
分
御
承
知
の
こ

と
,

存
じ
ま
す
︒
私
達
は
責
任
と

義
務
を
自
覚
し
美
し
い
住
み
よ
い

郷
土
づ
­
り
に
っ
と
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
︒
公
害
の

内
容
と
し
て
は
騒
音
公
害
︑
悪
臭

公
害
へ
大
気
汚
染
へ　
水
質
汚
染
へ

振
動
へ　
そ
の
他
土
壌
汚
染
な
ど
へ

と
り
あ
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ

ん
︒
す
べ
て
諸
々
の
問
題
は
人
間

生
活
上
何
ら
か
の
形
で
公
害
と
し

て
影
響
を
存
す
も
の
で
あ
ろ
う
か

と
思
わ
れ
ま
す
︒
以
上
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
先
ず
私
達
は
'

我
が
家

か
ら
そ
し
て
地
域
か
ら
公
害
を
出

さ
な
い
よ
う
っ
と
め
る
と
共
に
へ

そ
の
運
動
の
推
進
を
は
か
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
︒
例

え
ば
毎
日
の
家
庭
雑
排
水
の
処
理
︑

道
路
又
は
河
川
の
美
化
︒
公
園
︑

公
共
施
設
の
清
掃
美
化
や
緑
化
推

進
︒
畜
舎
の
一
斉
清
掃
と
点
検
︒

し
尿
浄
化
槽
の
点
検
︒
自
動
車
の

整
備
点
検
︒
更
に
地
域
美
化
運
動

へ
の
参
加
︒
環
境
問
題
等
に
関
す

る
話
し
合
い
等
︒
普
段
の
一
寸
し

た
心
が
け
が
大
切
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
0　

7
人
〈
の
心
­
ぼ
り

で
公
害
の
な
い
明
る
い
町
づ
く
り

に
努
力
し
た
い
も
の
で
す
︒

保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
免
除
の
申
請
を

㊥
年
金
の
権
利
を
守
り
ま
す
︒

国
民
年
金
は
'

厚
生
年
金
な
ど

の
公
的
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い

方
を
幅
広
­
加
入
の
対
象
に
し
て

い
ま
す
︒

な
か
に
は
無
職
と
か
へ
収
入
が

少
な
い
と
か
︑
事
業
が
不
振
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
方
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
︑
国
民
年
金
に
必
ず
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
で
保
険
料

が
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
き
へ

年
金
を
受
け
る
権
利
を
失
わ
な
い

よ
う
へ　
つ
な
ぎ
止
め
て
く
れ
る
制

度
が
保
険
料
の
免
除
制
度
で
す
︒

保
険
料
の
免
除
は
'

町
年
金
係

へ
申
請
さ
れ
る
と
も　
前
年
の
所
得
へ

家
族
の
状
況
な
ど
を
基
に
決
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

今
年
の
四
日
分
か
ら
免
除
を
受

け
た
い
と
き
は
︑
七
月
末
日
ま
で

に
手
続
き
を
し
て
­
だ
さ
い
︒

国
民
年
金
の
障
害
年
金
へ
障
害

福
祉
年
金
へ　

母
子
福
祉
年
金
を
受

け
て
い
る
と
き
や
生
活
扶
助
を
受

け
て
い
る
と
き
な
ど
は
う　
届
け
出

る
だ
け
で
免
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
︒

㊥
免
除
と
追
納

保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
場
合
へ

年
金
を
受
け
る
権
利
は
'

保
険
料

を
納
め
た
と
き
と
同
じ
扱
い
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
︑
老
令

年
金
や
通
算
老
令
年
金
の
年
金
額

を
計
算
す
る
と
き
'

免
除
を
受
け

た
期
間
は
︑
納
め
た
と
き
の
三
分

の
l　
(

国
庫
負
担
分
の
み
)　

の
計

算
に
な
り
ま
す
︒

免
除
を
受
け
た
方
が
'

老
後
の

た
め
に
年
金
額
を
多
­
す
る
方
法

と
し
て
'

免
除
を
受
け
た
期
間
の

保
険
料
を
後
か
ら
納
め
る
方
法
が

あ
り
ま
す
︒
こ
れ
を
追
納
と
い
っ

て
い
ま
す
︒

追
納
が
で
き
る
の
は
'

過
去
十

年
以
内
の
免
除
期
間
の
保
険
料
に

限
ら
れ
ま
す
が
︑
当
時
の
保
険
料

額
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
有
利

な
納
付
方
法
で
す
︒

納
め
忘
れ
に
注
意
/

国
民
年
金
の
保
険
料

六
月
は
'

昭
和
五
十
九
年
度
一

期
分
国
民
年
金
保
険
料
の
納
期
で

す
︒
忘
れ
な
い
よ
う
納
め
ま
し
ょ

I
S保

険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
す

と
︑
万
一
の
事
故
の
と
き
へ　

障
害

年
金
や
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら

れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
へ　
将
来
へ

老
令
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

も
あ
っ
て
'

老
後
の
支
え
が
失
わ

れ
ま
す
︒

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
と

い
い
ま
す
︒

何
時
い
か
な
る
事
が
起
っ
て
も
ち

「
年
金
が
あ
る
か
ら
安
心
」
と
言

え
る
よ
う
へ　
生
活
の
基
盤
を
ガ
ッ

チ
リ
固
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
︒

ま
と
め
て
保
険
料
を
納
め
る
の

は
大
変
き
つ
い
も
の
で
す
︒

い
ま
一
度
へ　
お
確
め
­
だ
さ
い
︒

〝
免
除
を
受
け
た
ら
追
納
㎰　
と

覚
え
て
お
い
て
­
だ
い
︒
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町
民
の
皆
様
に
は
'

か
ね
て
よ

り
青
年
団
活
動
に
御
理
解
へ
御
協

力
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
今
月
よ
り
︑

こ
の　
「
し
す
い
広
報
」　
の
紙
面
を

利
用
し
ま
し
て
へ
尚
1
層
青
年
団

活
動
を
深
め
て
い
­
1
環
と
し
て
'

シ
リ
ー
ズ
で
青
年
団
活
動
を
掲
載

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
御
愛
読
下
さ
い
︒

さ
て
'

昭
和
五
十
九
年
度
の
ス

タ
ー
ト
と
し
て
'

五
月
二
日
押
水

町
改
善
セ
ン
タ
ー
に
於
て
予
算
総

会
を
開
き
新
役
員
等
決
定
し
ま
し

た
の
で
御
紹
介
い
た
し
ま
す
︒

団　
　

長　
古
荘　
英
信
(

永
)

人
権
擁
護
委
員
の
日

全
国
の
人
権
擁
護
委
員
は
'

六

月
l

日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
︑
こ
の
日
を
中
心
と
し
て

み
な
さ
ん
と
と
も
に
一
層
の
人
権

思
想
の
啓
発
に
努
め
る
こ
と
を
申

し
合
せ
て
お
り
ま
す
︒

酒
水
町
に
は
'

法
務
大
臣
が
委

嘱
し
た
次
の
人
権
擁
護
委
員
が
お

a
s

臼
­
a

永　

区　
　

永
田　

次
夫

⑧­coLOォOCO

井
戸
方　
　

坂
田　

繁
成

⑧­<niO2in.

相
談
は
無
料
で
︑
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
︒
お
気
軽
に
御
相
談
下
さ

s
i 

O

︑

.

∨

副
II!

長　
徳
永　
裕
治
(

塞
)

ク　
　

泉
田
貴
世
子
(

棟
泉
)

総
務
部
長　
高
木　
正
直
(

北
住
吉
一

文
化
部
長　
小
川　
清
暗
(

平
野
)

体
育
部
長　
梁
池　
優
成
(

塞
)

産
業
部
長　
荒
木　
繁
房
(

永
)

広
報
部
長　
上
村　
雅
1
(

久
米
こ

女
子
部
長　
荒
木
加
代
子
(

衣
)

事
務
局
長　
梁
池　
哲
也
(

富
)

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒

さ
ら
に
'

団
で
は
回
員
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
︒
多
数
の
入
団
を

お
待
ち
し
ま
す
︒
申
込
先
へ
改
善

セ
ン
タ
ー
内
社
会
教
育
課
坂
田
迄
︒

お
済
み
で
す
か

児
童
手
当
現
況
届

毎
年
6
月
1
日
か
ら
6
月
3
0
日

ま
で
に
'

受
給
者
の
方
は
児
童
手

当
(

特
例
給
付
)

現
況
届
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

こ
の
届
は
'

受
給
者
の
前
年
の

所
得
の
状
況
と
6
月
1
日
現
在
の

養
育
の
状
況
な
ど
を
毎
年
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
す
︒

も
し
へ　
こ
の
届
を
出
さ
な
い
と

引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も

6
月
以
降
の
児
童
手
当
の
支
払
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
か
ら
へ　
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
︒
な
お
へ　
そ
の
年
の
6
月
以
降

は
受
給
資
格
が
な
­
な
る
と
思
わ

れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
必
ず
提
出

し
て
­
だ
さ
い
︒
届
出
は
住
民
福

祉
課
へ
福
祉
係
へ
お
願
い
し
ま
す
︒

菊
池
川
漁
協
共
同
漁
業
権
行
使

規
則
及
び
遊
漁
規
則
の
r

部
改
正

に
つ
い
て

日
頃
よ
り
'

当
漁
協
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
へ
御
協
力
を
い
た
だ

き
'

厚
­
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒

標
記
に
つ
い
て　
「
清
流
で
名
を
知

ら
れ
た
'

菊
池
川
に
於
い
て
も
'

最
近
へ
鮎
資
源
の
減
少
が
憂
慮
さ

身
障
者
巡
回
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

体
の
不
自
由
な
方
で
'

次
の
よ

う
な
こ
と
を
相
談
し
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
'

移
動
相
談
所
を

ご
利
用
­
だ
さ
い
︒

­　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
た
い
方
へ
障
害
程
度
が
変

化
し
た
と
か
へ
等
級
の
変
更
や

追
加
を
し
た
い
方
の
診
査

2　

補
装
具
の
交
付
や
修
理
の
処

方
診
査

3　

更
正
医
療
に
関
す
る
相
談

4　
身
障
施
設
の
入
所
や
へ　
そ
の

他
職
業
や
生
活
な
ど
更
正
相
談

5　
珍
査
科
目
は
眼
科
へ　
耳
鼻
咽

喉
科
へ
整
形
外
科
の
3
科
で
行

い
ま
す
︒
内
部
障
害
(

腎
臓
へ

心
臓
へ　
呼
吸
器
)　

に
つ
い
て
は

診
査
い
た
し
ま
せ
ん
︒

●
と
き　
昭
和
5
9
年
6
月
1 
4
日

受
付
　
午
前
1
1
時
～
午
後
2
時

診
査　

午
後
1
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

菊
池
市
体
育
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
堤
防
美
化

韓
国
研
修
者

昭
和
五
十
七
年
へ　
五
十
八
年
に

韓
国
研
修
を
行
な
っ
た
研
修
者
十

五
名
は
去
る
五
月
六
日
へ
役
場
前

の
堤
防
周
辺
の
美
化
作
業
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
実
施
し
ま
し
た
︒

れ
る
状
況
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
︒
五
月
三
十
一
日
迄
は
'

白
石

堰
で
特
別
採
捕
を
し
て
'

上
流
に

放
流
い
た
し
ま
す
の
で
'

六
月
三

十
日
ま
で
投
網
に
よ
る
鮎
の
採
揃

を
禁
止
致
し
ま
す
︒

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の

お
申
込
み
は
お
早
目
に

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
お
申
込
み

は
お
す
み
で
す
か
?

九
州
電
力
で
は
お
申
込
み
が
あ

り
ま
す
と
'

現
場
の
配
電
設
備
を

調
査
し
て
'

必
要
に
応
じ
へ
引
込

線
張
替
'

配
電
線
路
の
増
強
な
ど

の
工
事
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せん︒夏
場
は
申
込
み
が
殺
到
し
て
'

ご
使
用
ま
で
に
一
～
四
週
間
も
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒
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第
三
回
潤
水
町
卓
球
大
会

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

潤
水
町
卓
球
協
会
で
は
'

来
る

七
月
八
日
㈱
に
第
三
回
漕
水
町
卓

球
大
会
を
左
記
に
よ
り
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒
お
友
達
へ

職
場
の
み
な
さ
ん
と
大
い
に
参
加

し
て
下
さ
い
︒

記

一
'

日
時　

昭
和
五
十
九
年
七
月

八
日
㈲
午
前
八
時
三
十
分
開
合

一
へ　
場
所　
酒
水
海
洋
セ
ン
タ
ー

一
'

試
合
方
法

H
団
体
戦
一
チ
ー
ム
三
名

中
学
生
以
上
で
あ
れ
ば
男
女

を
問
わ
ず
︒

口
個
人
戦　
小
中
学
生
の
部
へ

1
般
の
部
(

高
校
へ　
大
学
生

も
含
む
)

l 
t　

資
格　
酒
水
町
に
居
住
す
る

老
及
び
町
内
の
職
場
に
勤
務
す

る者︒

l
'

参
加
料
一
人
五
百
円
(

個

人
戦
及
び
一
日
保
険
料
含
む
)

小
中
学
生
は
三
百
円

二　
申
込
締
切

昭
和
五
十
九
年
六
月
二
十
日
㈱

二　
申
込
先

参
加
料
を
添
え
て
役
場
総
務
課

岩
下
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
︒

電
話
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
外
の
電
話
番
号
お
問
い
合
せ

は
'

全
国
ど
こ
で
も
'

市
外
局
番

告　知　板

6月行事予定表
1日　プール開き　B&G
3日　町内職場対抗体育大会　8 :30
4日　献血　9 :30　於役場
5日　民生委員会13:30

日脳13:30　於西小
6日　目脳13:30　於農高
11日　防災会議
12日　高令者学級　9:30　東小

13:30　改善センター
日脳13:30 (東小校区一般及園
児)

13日　高令者学級　辰頭温泉13:30
日脳13:30 (中央川北一般)
日脳13:30 (中央川南一般)

15日　目脳13:30 (西小校区一般)
20日　農委会13:30

に
続
け
て
'
"

一
〇
四
〃
を
ダ
イ
ヤ

ル
し
'

先
方
の
電
話
局
で
'

お
調

べ
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
L

S
」な

お
︑
料
金
は
無
料
で
す
︒

山
鹿
電
報
電
話
局

菊
池
電
報
電
話
局

(
お
問
い
合
せ
先
)

〇
九
六
八
四
­
四
­
二
1
五
〇

(無料)

闇̂̂
B̂Pf̂JB

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会　

四
月
例
会

か
し
こ
に
も
展
­
l

国
花
蓮

白
川
の
果
は
霞
の
中
に
あ
り

内
村　

泊
虻

一
雨
に
も
会
は
ざ
る
花
の
斯
­
清

)
h
ノ花

衣
す
ら
り
着
な
し
て
句
座
主

坂
本　

松
枝

戯
れ
に
試
す
懸
垂
花
の
下

そ
ぞ
ろ
来
て
花
悉
佳
き
住
居

内
村　

鈴
子

鬼
と
な
り
毛
虫
千
匹
焼
き
に
け
り

肥
後
鍬
を
愛
し
余
生
の
茄
子
植
う

る　
　
　
　
　
　
　
　

中
島　
十
空

楢
の
花
粉
二
階
の
窓
は
閉
じ
し
ま

ま陽
に
映
え
し
若
葉
の
色
の
部
屋
ま

で
も　
　
　
　
　
　

村
山　

数
恵

腎
神
の
臓
は
た
め
­
春
の
風

柏
餅
九
十
の
老
の
謡
も
出
て

内
田　

貞
臣

潤
水
短
歌
会
五
月
語
草

九
の
重
に
桜
か
す
み
て
瑞
た
け
し

い
の
ち
幾
日
と
振
り
返
り
見
つ

内
田
つ
ね
代

凍
冬
を
耐
え
来
て
咲
け
る
花
散
ら

善意の寄付金
○香典返し

平　野　岩下武子台殿
亡(父　幸人　69才)

○香典返し
富ノ原中央区　甲斐英明殿
亡(父　熊五郎　88才)

○香典返し
上住吉　工藤子音女殿
亡(夫　丈古　68才)

○香典返し
高　i工　高木長久殿
亡(母　枝美恵　69才)

○香典返し
福本一　田中寿徳殿
亡(父　徳義　78才)

○香典返し
永　　　　宮本テツ子展簸
亡(夫　義春　75才)

○香典返し
久米一区　伸一牟田幸裕殿
亡(父　席輝　80才)

○香典返し
富ノ原一区　永田昌一殿
亡(父　光二　65才)

○香典返し
田島一区　松岡久子殿
亡(夫　英子毎　53才)

(5月18日ま

し
庭
に
敷
き
た
り
雨
は
l

夜
に

宮
本　

峯
子

「
気
持
い
い
」
幼
な
挙
の
按
摩
う

け
老
い
づ
­
夫
が
目
を
細
め
ゐ
る

古
田
の
ぶ
子

今
ま
さ
に
開
き
そ
む
る
か
紫
木
蓮

花
芽
は
赤
し
空
を
仰
ぎ
て

足
立
た
つ
お

「
お
月
様
の
子
供
ば
か
り
」
と
三

歳
児
月
な
き
空
の
星
数
へ
つ
つ

福
原
美
智
子

逝
き
し
ん
顕
た
せ
て
ひ
と
り
歩
み

ゆ
く
野
の
ひ
と
所
陽
炎
は
げ
し

大
島　

き
と

李
は
移
り
花
も
過
ぎ
む
を
春
拒
煙

夫
と
二
人
の
言
葉
少
な
き

増
田
久
美
子

春
の
雨
煙
れ
る
山
に
小
授
鶏
の
嶋

ぐ
ひ
ね
も
す
を
眠
る
新
地
は

勝
又
千
代
子

物
あ
れ
ば
影
の
う
つ
理
を
知
り
し

友
大
き
そ
の
石
く
だ
­
と
告
げ
釆

長
尾
は
る
み

の
び
る
摘
み
子
等
畦
道
を
馳
け
て

行
­
我
に
も
遠
き
思
ひ
出
の
あ
り

中
山　

定
子

歩
み
遅
き
夫
に
従
ひ
雪
の
降
る
箱

根
関
所
の
鉦
を
巡
れ
り藤

本
の
り
子

節
だ
て
る
手
に
も
や
さ
し
さ
こ
も

り
来
る
花
嫁
に
そ
ふ
仲
煤
の
今
日

吉
岡
美
奈
子

●

●


